
 

 
 

を確認する必要がある。衝突条件に関しては、標準

的な信号交差点で発生する右折車両と直進車両の衝

突事故の発生傾向を踏まえ、右折車両と衝突した直

進車両の挙動をもとに設定した（図）。 

車両質量は、交通事故データの分析から、横断歩

道接続部等に進入する車両（右折車両と衝突した直

進車両）は乗用車クラスが主体となることを確認し、

乗用車の質量別保有台数を整理することで、安全側

（質量が大きい）の1.8tを設定した。 

衝突速度は、交通事故シミュレーションソフトを

使用して設定した。図の交通事故を想定し、直進車

両の走行速度が右折車両との衝突により低下し、歩

道に進入する状況を再現した。この際、直進車両の

速度は設計速度の50km/hと60km/hとし、さらに右折

車両との衝突タイミングを変えた複数の状況による

歩道進入時の速度を整理することで、安全側（速度

が速い）の35km/hと45km/hを設定した。 

進入角度は、都市部の一般国道や都道府県道クラ

スの標準的な道路構造において、右折車両と衝突し

た直進車両が横断歩道と接続する歩道に進入する際

の角度となる15°を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 右折車両と衝突した直進車両の挙動 

 

４．強度性能の評価方法等に関する検討（衝突実験） 

強度性能の評価方法等を確認するため、表の衝突

条件で実車による衝突実験を行った。ここではＨ型

ボラードを試作することとし、実用面を踏まえて歩

道の地下埋設物への影響を少なくするために埋め込

みの浅い構造とし、入手しやすい材料や製品をもと

に構成した。国総研の衝突実験施設において、実用

的構造として試作したＨ型ボラードを、横断歩道と

接続する歩道への設置を想定して４本配置（設置間

隔1.5m）し、種別ＨＢの衝突条件（表 参照）で車両

（乗用車）を衝突させた。車両がＨ型ボラードに衝

突したのは４本中２本となり、１本目に車両が乗り

上げ、２本目で車両が押し戻されて停止し、車両が

歩道へ大きく進入しない良好な結果となった（写真

-2）。この実験を通し、強度性能の評価方法の詳細

な手順等をとりまとめるとともに、Ｈ型ボラードの

実用的構造を提案した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-2 実験状況（ボラードが車両進入を阻止） 

 

５．おわりに 

本稿では、主にボラードの強度性能に関する検討

内容を紹介した。設置の考え方や構造等は、便覧を

参照いただきたい。今後もボラードをはじめ交通安

全施設の課題解決に向けた検討を行う予定である。 

0.000s（衝突時） 

1.650s（停止時） 

0.200s 

0.600s 
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１．はじめに 

高度経済成長期に集中的に整備された道路構造物

を将来にわたり効率的に維持管理していくことが求

められており、平成26年度よりトンネル等の道路構

造物について5年に1回の法定点検が行われている。 

国総研では、道路土工構造物を効率的に維持管理

していくために国等の各道路管理者で行ったシェッ

ド、大型カルバート等の定期点検結果を収集・整理

し、定期点検の合理化等について検討を進めている。 

本報では、シェッド、シェルター約3,400施設及び

大型カルバート約8,600施設を対象として、平成26年

度～30年度に実施された1巡目5箇年分と令和元年度

の2巡目初年度の定期点検データを分析した結果に

ついて紹介する。 

 

２．シェッド及びシェルターの定期点検結果の整理 

 全国のシェッド及びシェルターの健全性の診断結

果は判定区分Ⅰ（健全）が約6％、Ⅱ（予防保全段階）

が約49％、Ⅲ（早期措置段階）が約45％、Ⅳ（緊急

措置段階）が0.2％となっている（図-1）。このうち、

シェッドの材質別で整理した結果を図-2に示す。材

質別では鋼製シェッドが約6割の施設で判定区分Ⅲ

となっており、RC製・PC製に対して高い比率となっ

ている。これは、鋼製シェッドに建設年次の古い施

設が多いことが理由の一つとして考えられる(図-3)。 

国が管理するシェッドを対象に設置環境をみると

約9割の施設が積雪地域又は寒冷地域に指定されて

いる地域（両方に指定されている地域も含む）に設

置されている（図-4）。判定区分Ⅲの割合は、積雪

地域又は寒冷地域に設置されている施設では約45％

となっており、地域外よりも高くなっている（図-5）。

これは、凍結・融解による作用のほか、融雪剤散布

により塩害劣化が生じやすいことが影響していると

考えられる。 

 

 

 

図-3 建設年次毎の材質別比率（ｼｪｯﾄﾞ） 

 

 

 

３．大型カルバートの定期点検結果の整理 

全国の大型カルバートの健全性の診断結果は判定

区分Ⅰが約20％、Ⅱが約72％、Ⅲが約8％、Ⅳが0.01％

となっている（図-6）。建設年次10年毎の健全性は、
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図-1 判定区分比率 
（ｼｪｯﾄﾞ、ｼｪﾙﾀｰ） 

図-2 材質別の判定区分 
比率（ｼｪｯﾄﾞ） 

（ｼｪｯﾄﾞ・ｼｪﾙﾀｰ） 

図-5 積雪寒冷地域区分 
別の判定区分比率 
（ｼｪｯﾄﾞ） 

 

図-4 積雪寒冷地域区 
分別の施設比率 
（ｼｪｯﾄﾞ） 
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概ね建設年次が古いほど判定区分Ⅰは少なくなる傾

向にあり、判定区分Ⅱ、Ⅲは増加する傾向となって

いる（図-7）。 

国が管理する施設を対象に材質別で整理した1990

年以降の建設年次毎の診断結果を図-8、9に示す。場

所打ちカルバートでは、判定区分の割合に経年的な

傾向はみられない。プレキャストカルバートでは、

建設年次によって多寡があるものの、概ね建設年次

が新しい施設ほど健全性が高い傾向にある。また、

変状の発生数を種類毎に集計した結果を図-10に示

す。変状発生数はひびわれが最も多く、全変状発生

数の約53%（31,950/60,386箇所）を占めている。 

 

 

 

 
図-8 建設年次毎の判定区分比率 

（場所打ちカルバート、1990年以降） 

 
図-9 建設年次毎の判定区分比率 

（プレキャストカルバート、1990年以降） 

 

図-10 変状種類毎の変状発生箇所数 

 

４．1巡目と2巡目の定期点検結果の比較分析 

シェッド、シェルター及び大型カルバートについ

ては、令和元年度から2巡目の定期点検に着手してい

る。国総研では、令和2年度より、1巡目と2巡目の定

期点検結果を比較分析し、変状の進行状況（劣化特

性）についての検討を行っている。国管理施設の定

期点検では、部材毎の変状種類別に、変状程度の評

価区分を変状なしの区分aから変状が最も大きい区

分eまでの5段階に分けて記録している。図-11は、1

巡目と2巡目の部材の変状程度の評価結果から、部材

の経過5年毎の状態確率分布を示したものである。RC

製シェッドのRC谷側柱とPC製シェッドのPC谷側柱の

「ひびわれ」について比較したもので、RC谷側柱が

PC谷側柱に比べて、劣化の進展が早いことがわかる。 

 

 

図-11 状態確率分布の例 

 

５．おわりに 

国総研では、本報に示した1巡目の定期点検の分析

結果1)のほか、定期点検に関する参考資料として変

状事例集2)を作成している。 

引き続き、1巡目と2巡目の定期点検結果の比較分

析や新技術の適用に関する検討等を行い、定期点検

の合理化等の提案につなげていく予定である。 

☞詳細情報はこちら 

1) 国総研資料 No.1145「シェッド､大型カルバート

等の定期点検結果の分析（1巡目）」 

http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn1

145.htm 

2) 国総研資料 No.1133「シェッド､大型カルバート

等の定期点検に関する参考資料（2020年版）」 

http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn1
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図-6 判定区分比率 
（大型ｶﾙﾊﾞｰﾄ） 

図-7 建設年次10年毎の判定区 
   分比率（1940年以降） 

（大型ｶﾙﾊﾞｰﾄ） 
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